
61

座った状態で、
背もたれと座面が動く構造に
するため、模型を使って検討した。

山梨県生まれ。大手家電メーカーを経て独
立。電化製品から日用雑貨、医療機器、ホテ
ルのトータルディレクションなど、国内外で
さまざまなプロダクトのデザインを手がける。

暮らしやすさのデザイン

作家の手法
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「あくまで暮らしが中心、
使う人が自由になれるように」

プロダクトをデザインするときは、あくまでも暮らしや
生活が中心で、物が主役にならないようにしたいと思っ
ています。自分がデザインしたものが暮らしの中で、で
しゃばらない、使う人が自由になれるようなものをデザ
インしたい。それが結果的に長く大事に使ってもらえる
ことになると思うんです。

ウォーターボトル
プラスチック、シリコーンゴム　大：高さ24.6cm　
中：高さ20cm　小：高さ15.5cm　2020年

飲みやすさや洗いやすさ、水の入れやすさなどに配慮して
デザインされた。水を入れたときに美しく見えるように、ガ
ラスのような透明度の高い素材が使われている。

軽量で、シンプルな構造なので、
ペットボトルに近い感覚で
気軽に持ち運べる。

電子体温計
プラスチック他　長さ11cm　2013年

子供でも高齢者でも脇に挟んだとき
に安定し、液晶画面が見やすいよう
に工夫されている。

ワークチェア
布、スチール、オーク材他
高さ81cm　2019年

仕事用の椅子が、生活の場にもなじ
みやすいようにデザインされている。
生地の色や脚の種類は、空間に合わ
せてカスタマイズできる。
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透明なグラス
映り込みや透けている部分をしっかり描いて、
練りゴムを使って明るく整える。

布でできたタオル
やわらかい鉛筆を寝かせて筆圧を弱くして描く。

硬い金属
光の反射を意識し、直線的なタッチを生かして、
光と陰のコントラストを強くする。

●● 質感を表す

●● 形を捉える
デッサンは形を捉えることが大事だ。
まずは基本的な形の描き方を押さえよう。

【円柱】
斜めから円柱を見ると、上面と底面はどちらも楕

だ

円
えん

に見える。
楕円を描き分けられるようになると、デッサンが上達する。

【立方体】
立方体を描くときはパースを意識する。
パースを使うと、自然な奥行き感を表現することができる。

●● 光を意識する
デッサンは、光が当たったときの「陰」と「影」を
手がかりに立体感を描いていくとよい。

・ 陰 ………モチーフ自体にできる暗い部分
・ 影 ………光源と反対側に現れる暗い部分
・ 反射光 …モチーフが置かれた台や周りの壁に光源が反射したもの
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パースはパースペクティブの略で、
遠近法、透視法のことを指すよ。

二点透視図法消失点 消失点

教科書を知る 7 つのキーワード 今日的な教育課題への対応や生徒の資質・能力の育成のため、
内容や構成を工夫しました。

「作家の手法」1
生徒の発想や構想のヒントになるよう、作家が作品をどのように
発想し、どうつくりあげていくのかを詳しく紹介しました。

課題解決3
社会の抱える課題を生徒が
主体的に調査し、解決方法
を考える題材を設けました。
「総合的な探求の時間」を
はじめ、美術以外の授業に
もつながる内容です。

多様性4
多様性に配慮して掲載作品を選定し、さまざまな国や地域の作家
を掲載しました。また、アール・ブリュットを扱う題材を新しく
設けました。

ポップカルチャー5
巻末に、漫画の制作過程や技法を紹介する資料を設けました。ま
た「アニメーションをつくる」（P.72～73）の題材では、バスケ
ットボール部で活躍する高校生たちを描いた映画「THE FIRST 
SLAM DUNK」を１ページで紹介しました。

中学校美術科との接続2
中学校で学んだ内容を振り返りながら、さらに学びを
深められるように配慮し、編集しました。

作家の言葉
発想の方法や制作の際に大切にしていることについて、 

作家自身の言葉で説明しています。

制作過程を詳しく紹介
普段は目にすることのできない制作の裏側を、
写真や文章で丁寧に解説しています。
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作家の手法
一覧

P.61 「作家の手法 柴田文江」

P.83
「鉛筆BOOK」
中学校で学習した内
容を掲載しながら、
パースへの意識や質
感の表し方を新たに
扱 う な ど、 鉛 筆 を
使った描き方につい
てより詳しく解説し
ました。

高等学校 『美術1』

令和7年度版 『美術1 資料』（光村図書）
P.4 「鉛筆で描く」
形や光の捉え方について、美術に苦手意識のある中学生
にもわかるよう、簡潔に解説しています。

中学校 

P.62 
「社会の仕組みを

デザインする」

P.20 「アール・ブリュットの世界」に掲載したアロイーズ・コルバスの作品。

P.106～107

「漫画表現の技法」
では、美術の道を
めざす高校生が主
人 公 の 漫 画『ブ
ルーピリオド』の
制作過程を紹介し
ています。

使いやすい工夫7
どの作家がどのページに載
っているのかがすぐにわか

るよう、人名索引を新設し
ました。作品を掲載した作
家だけでなく、文章で触れ
た作家まで網羅しています。

P.110 「映像を制作する」
P.80

「人名索引」

著作権や肖像権6
作品には著作権があることや、写真や映像を撮るときは著作権や
肖像権に十分に配慮する必要があることを、注意喚起のマークと
ともに示しました。
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